





















































































なった沿岸部の宮城県 13 市町、岩手県 11 市町村























































































高が 538 億円しかなく、半分の 2200 億円を賄え
ないことから、国からの補助を 1/2 から 8/10 に
増やし、国が 3520 億円、都道府県が 880 億円を
負担することにした。都道府県の不足額 342 億円
表 1 東日本大震災以前に設置された主な復興基金の概要









②島原市義援金基金 1991.12 ～ 2005.5 島原市 44 億円（義援金） 56 約 76 億円




9000 億円（地方交付税補填） 116 3550 億円
⑤中越大震災復興基金 2005.3 ～継続中 新潟県 3050 億円（地方交付税補填） 140 600 億円











































































住宅の被害程度 全壊 解体 長期避難 大規模半壊
支給額 100 万円 100 万円 100 万円 50 万円
加算支援金
住宅の再建方法 建設購入 補修 賃借（公営住宅以外）




































































ら、取崩し型基金として、2010 年 10 月に特別交
付税により措置された（以下、「第一次復興基金」
とする）。措置額は 1960 億円で 9 県の内訳は次の
通りである。
・青森県：  80 億円 ・岩手県：420 億円
・宮城県：660 億円 ・福島県：570 億円
・茨城県：140 億円 ・栃木県：  40 億円
・千葉県：  30 億円 ・新潟県：  10 億円




金 84 億円、その他の基金 6 億円を足した 510 億
円の基金とし、うち 210 億円を県内 33 市町村に
交付した。宮城県では 660 億円にクウェート政府
からの寄付金 266 億円を足した 926 億円の基金と
22 研究紀要『災害復興研究』第 6号
し、うち 330 億円を 35 市町村に交付した。
しかし、これらの財源だけでは充分でなかった
ことから、国では 2015 年 3 月の補正予算により、
震災復興特別交付税による復興基金の増額措置を














・青森県：約 4.8 億円 ・岩手県：214.6 億円
・宮城県： 708.6 億円 ・福島県：103.6 億円
・茨城県：    4.6 億円 ・千葉県：  11.5 億円
岩手県はその全額を 11 市町村に、宮城県では























































太陽光発電システム補助 太陽光発電システムを設置 10 万円
県産材利用エコ住宅普及促進事業 主要構造材に県産材を使用 50 万円
東日本大震災被災地（岩手県・宮城県）における住宅再建支援と復興基金の役割に関する考察 23
いう）とは別に、新築・購入に対し、100 万円を






















































バリアフリー対応 上限 90 万円（120m2 以上の場合）
県産材使用 上限 40 万円（30m3 以上の場合）
④ 被災家屋等太陽光発電補助 新たに太陽光発電システムを設置する場合
















































（予想浸水深が概ね 1m 以上 2m 未満の区域）又


































































































利子補給等 「A」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
直接補助 「B」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
区域指定後 建設・取得
利子補給等 「C」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
直接補助 「D」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
災害危険区域外 － 建設・取得
利子補給等 「E」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○





利子補給等 「G」 － － ○ － ○ － ○ ○
直接補助 「H」 － － ○ － ○ － ○ ○
補修・改修
利子補給等 「I」 － － ○ － ○ － ○ ○
直接補助 「J」 － － ○ － － － ○ ○
区域指定後
建設・取得
利子補給等 「K」 － － ○ － － － － －
直接補助 「L」 － － ○ － － － － －
補修・改修
利子補給等 「M」 － － ○ － － － － －
直接補助 「N」 － － ○ － － － － －
災害危険区域外 －
建設・取得
利子補給等 「O」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
直接補助 「P」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
補修・改修
利子補給等 「Q」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
直接補助 「R」 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
その他
二重ローン 利子補給 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宅地復旧、嵩上げ
利子補給 － － － － － － － － －
直接補助 － ○ ○ ○ ○ － ○ － －
中古住宅購入
利子補給 － － － ○ ○ ○ ○ － －
直接補助 － － － ○ ○ ○ ○ － －
引越（除：「防集」「がけ近」） 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ － － －
バリアフリー措置 直接補助 － － － － － ○ － － －
地元産材活用 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
耐震改修 直接補助 － － － － ○ ○ ○ － －
エネルギーシステム装備 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
住宅敷地までの私道整備 直接補助 － － － － － － － － ○
住宅敷地までの水道整備 直接補助 － － － － － － － － ○
浄化槽設置 直接補助 － － － － ○ ○ － － －
定住促進
利子補給 － － － － － ○ － － －
直接補助 － － － － － ○ － － －






























被災者生活再建支援法支援金（加算金） 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ ○
県・市町村による被災者住宅再建支援事業 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ ○




利子補給等 「A」 ○ ○ ○ ○ － ○
直接補助 「B」 ○ ○ ○ ○ － ○
区域指定後 建設・取得
利子補給等 「C」 ○ ○ ○ ○ ○ ○
直接補助 「D」 ○ ○ ○ ○ ○ ○
災害危険区域外 － 建設・取得
利子補給等 「E」 ○ ○ ○ ○ ○ ○





利子補給等 「G」 ○ ○ － ○ － ○
直接補助 「H」 ○ ○ － ○ － ○
補修・改修
利子補給等 「I」 ○ ○ － － － ○
直接補助 「J」 ○ ○ － ○ － ○
区域指定後
建設・取得
利子補給等 「K」 ○ ○ － ○ － ○
直接補助 「L」 ○ ○ － ○ － ○
補修・改修
利子補給等 「M」 ○ ○ － ○ － ○
直接補助 「N」 ○ ○ － － － ○
災害危険区域外 －
建設・取得
利子補給等 「O」 ○ ○ ○ ○ ○ ○
直接補助 「P」 ○ ○ ○ ○ ○ ○
補修・改修
利子補給等 「Q」 ○ ○ ○ ○ － ○
直接補助 「R」 ○ ○ ○ － － ○
その他
二重ローン 利子補給 － ○ ○ ○ ○ ○ ○
宅地復旧・嵩上げ 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ ○
中古住宅購入
利子補給 － － ○ － ○ － －
直接補助 － ○ ○ － － ○ ○
引越（除：「防集」「がけ近」） 直接補助 － ○ － ○ ○ ○ －
バリアフリー設置 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ ○
地元産材活用 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ ○
耐震改修 直接補助 － ○ ○ ○ ○ － ○
エネルギーシステム装備 直接補助 － ○ ○ ○ ○ ○ ○
住宅敷地までの私道整備 直接補助 － － － ○ － － －
住宅敷地までの水道整備 直接補助 － － － ○ ○ ○ －
浄化槽設置 直接補助 － ○ － ○ ○ － －
定住促進 直接補助 － － － ○ － ○ －
木質バイオマスストーブ設置 直接補助 － － ○ － － － －



























名取市では死者 911 人、行方不明者 41 人、全
壊 2801 戸、大規模半壊 219 戸、半壊 910 戸の被


































































































































































































上限 150 万円（曳家は 300 万円）
二重ローン対策 利子補給 「O-3」「O」、「O-1」又は「O-2」＋上限 50 万円
補修・改修
利子補給 「Q」 上限 175 万円















仙台市の被害は死者 704 名、行方不明者 45 名
で、全壊 1 万 5426 戸、大規模半壊 7413 戸、半


















































































































直接補助 「B」 178 万円（引越：78 万円、建設補助：100 万円）
利子補給（二重












直接補助 「D」 178 万円（引越：78 万円、建設補助：100 万円）
利子補給（二重

















直接補助 「F」 178 万円（引越：78 万円、建設補助：100 万円）
利子補給（二重













直接補助 「F-1」 上限 120 万円（引越：20 万円、建設補助：100 万円）
利子補給（二重














利子補給等 「O」 利子補給：上限 250 万円直接補助：上限 50 万円
直接補助 「P」 上限 100 万円
利子補給（二重





利子補給等 「Q」 利子補給：上限 100 万円直接補助：上限 25 万円



































気仙沼市では死者 1090 人・行方不明者 235 人、




























100 万円、土地・敷地造成 50 万円、引越：20 万
円で合計額を超えない範囲）。ローン未利用者に
対しては、上限 50 万円を補助する（「B-1」とす
































































































利子補給等：上限 100 万円（建物 100 万円、土地・敷






















利子補給等：上限 300 万円（建物 300 万円、土地・敷
地造成 150 万円、引越 20 万円）
直接補助 「F」







































気仙沼市では死者 2199 人・行方不明者 14 人、











































































釜石市の被害は死者 842 名、行方不明者 470 名
































被災者生活再建支援法支援金（加算支援金）直接補助 上限 200 万円（建設・購入）上限 100 万円（補修・改修）
県・市による被災者住宅再建支援事業 直接補助 上限 100 万円（新規建設・取得のみ）




建設・取得 利子補給 「A」 上限 250 万円
建設・取得
二重ローン 利子補給 「A-1」 5 年間の利子補給額
造成 直接補助 「B」 上限 50 万円
引越 直接補助 「B-1」 10 万円
新築等工事助成 直接補助 「B-2」 バリアフリー：90 万円県産材：40 万円　市産材：50 万円
水道整備補助 直接補助 「B-3」 上限 200 万円
浄化槽設置補助 直接補助 「B-4」 上限 88.8 万円
太陽光発電システム 直接補助 「B-5」 県：29.9 万円市：上限 10 万円
私道整備補助 直接補助 「B-6」 上限 300 万円
指定後に再建
建設・取得 利子補給等 「C」 利子補給 708 万円（建物 :444 万円、土地：264 万円）直接補助：引越 78 万円
建設・取得
二重ローン 利子補給 「C-1」 5 年間の利子補給
造成 直接補助 「D」 上限 50 万円（除：防集）
新築等工事助成 直接補助 「D-2」 バリアフリー：90 万円県産材：40 万円　　市産材：50 万円
水道整備費補助 直接補助 「D-3」 上限 200 万円（除：防集）





私道整備補助 直接補助 「D-6」 上限 300 万円
災害危険区域外
－
建設・取得 利子補給 「E」 上限 250 万円
建設・取得
二重ローン 利子補給 「E-1」 5 年間の利子補給額
造成 直接補助 「F」 上限 50 万円
引越 直接補助 「F-1」 10 万円
新築等工事助成 直接補助 「F-2」 バリアフリー：90 万円県産材：40 万円　市産材：50 万円
水道整備補助 直接補助 「F-3」 上限 200 万円









建設・取得 利子補給 「O」 上限 250 万円
建設・取得
二重ローン 利子補給 「O-1」 5 年間の利子補給額
造成 直接補助 「P」 上限 50 万円
引越 直接補助 「P-1」 10 万円
新築等工事助成 直接補助 「P-2」 バリアフリー：90 万円県産材：40 万円　市産材：50 万円
水道整備補助 直接補助 「P-3」 上限 200 万円











県産材：上限 20 万円　耐震：上限 60 万円
補修・改修
住まいるリフォーム 直接補助 「R-1」 上限 30 万円
被災宅地復旧工事 直接補助 「R-2」 上限 200 万円
太陽光発電 直接補助 「R-3」 県 29.9 万円のみ
























置 90 万円、県産材活用 40 万円、市産材活用 100
万円）、浄化槽設置補助に上限 102.9 万円（「B-3」
とする）、新エネルギー等導入補助に上限 44.9 万
























































































被災者生活再建支援法支援金（加算支援金） 直接補助 上限 200 万円（建設・購入）上限 100 万円（補修・改修）
県・市による被災者住宅再建支援事業 直接補助 上限 100 万円（新規建設・取得のみ）








二重ローン 利子補給 「A-1」 5 年間の利子補給額
嵩上げ 直接補助 「B」 上限 50 万円
















二重ローン 利子補給 「C-1」 5 年間の利子補給額
嵩上げ 直接補助 「D」 上限 50 万円（除：防集）

















二重ローン 利子補給 「E-1」 5 年間の利子補給額
嵩上げ 直接補助 「F」 上限 50 万円




















二重ローン 利子補給 「G-1」「K-1」 5 年間の利子補給額
嵩上げ 直接補助 「H」「L」 上限 50 万円
引越 直接補助 「H-1」「L-1」 5 万円
新築等工事助成 直接補助 「H-2」「L-2」
バリアフリー：上限 90 万円
県産材：上限 40 万円　市産材：上限 100 万円
（※中古住宅には 240 万円）
















「N-1」 上限 200 万円
災害危険区域外
－




二重ローン 利子補給 「O-1」 5 年間の利子補給額
嵩上げ 直接補助 「P」 上限 50 万円
引越 直接補助 「P-1」 5 万円
新築等工事助成 直接補助 「P-2」
バリアフリー：上限 90 万円
県産材：上限 40 万円　市産材：上限 100 万円
（※中古住宅には 240 万円）










県産材：上限 20 万円　耐震：上限 60 万円
補修・
改修 被災宅地復旧工事 直接補助 「R-1」 上限 200 万円
東日本大震災被災地（岩手県・宮城県）における住宅再建支援と復興基金の役割に関する考察 37
の配分もあって、災害危険区域指定前に現地
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8） 沿岸地域の人口は約 27 万 4000 人、世帯数は 10 万
4333 世帯で、高齢化が進んでおり、65 歳以上の親族























































Housing Reconstruction Support and the Role of 
Reconstruction Funds in Areas Devastated by Great 
East Japan Earthquake (Miyagi and Iwate Prefectures)
Abstract
Reconstruction funds (fukkō kikin) have been established following several 
previous huge disasters as a further support that complements public as-
sistance.	One	of	the	significant	roles	such	funds	have	played	is	in	supporting	
reconstruction of housing for disaster victims .
Methods of housing reconstruction support include features common to all 
reconstruction funds, such as interest subsidies, as well as features unique to 
each reconstruction fund depending on the local government such as subsidy 
for	the	housing	that	fits	the	local	milieu	or	uses	local	materials	and	resources.	
Following the 2011 Great East Japan Earthquake, a reconstruction fund 
was established using a special local allocation tax . In the case of Miyagi and 
Iwate prefectures, the affected areas were mainly divided into types such as 
a) districts authorized as disaster hazard areas, or b) districts that had been 
flooded	but	were	not	authorized	as	disaster	hazard	areas.	The	major	methods	
of housing reconstruction for these areas were as follows; 1) reconstruction by 
relocation, and 2) reconstruction in the same place . Therefore, various sup-
ports for housing reconstruction have been implemented in the combination 
of these elements .
The reconstruction fund housing supports complement assistance provided 
by the national government under Natural Disaster Victims Relief Law, 
Group Relocation Promotion Projects for Disaster Migration, and relocation 
promotion projects for houses in dangerous area such as areas near cliffs . 
Since discretion in the use of reconstruction funds was left up to prefectures 
and municipalities, however, it produced disparities between prefectures and 
between municipalities, such as the differences in the content of support or 
of amount of support . Some critics have wondered why the national govern-
ment could not have standardized assistance measures implemented in all 
areas or why each prefecture could not have better adjusted the use of the 
funds .
This research examines the role of the reconstruction funds for hous-
ing reconstruction support by analyzing the cases of local municipalities 
in both Miyagi and Iwate prefectures, and by comparison with past use of 
東日本大震災被災地（岩手県・宮城県）における住宅再建支援と復興基金の役割に関する考察 45
reconstruction funds .
Key Word: Complementing public assistance, Discretion of local government, 
Housing reconstruction by relocation or in the same place, Disaster hazard-
ous area
